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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1341   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1339   (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   3/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   1/26     (2006.01)
   Ｂ０５Ｃ   5/00     (2006.01)
   Ｂ０５Ｃ  11/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/1341  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    １０１　
   Ｇ０２Ｆ   1/1339  ５００　
   Ｂ０５Ｄ   3/00    　　　Ｄ
   Ｂ０５Ｄ   1/26    　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｃ   5/00    １０１　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月27日(2008.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶が充填された容器と、
　前記容器に充填された液晶を吸入して吐出する吐出ポンプと、
　前記吐出ポンプから吐出された液晶を基板に滴下するノズルと、
　基板に形成されたスペーサの高さに基づいて液晶の滴下量を算出し、前記吐出ポンプを
制御して基板上に算出された量の液晶を滴下する制御部と、及び
　前記吐出ポンプと接触し、該吐出ポンプの固定角度を変化させることで液晶の吐出量を
調節する液晶容積量調節部材を含むことを特徴とする液晶滴下装置において、
　前記液晶容積量調節部材を駆動するモータと、
　前記液晶容積量調節部材と螺合され、モータの駆動により回転して前記液晶容積量調節
部材を直線運動させる回転軸と、
　前記容器と吐出ポンプとを連結する第１連結管と、
　前記第１連結管の端部に設置されて容器に形成されたパッドに挿入され、内部が通孔さ
れて容器の液晶が流入するピンと、
　前記吐出ポンプとノズルとを連結する、透明な物質からなる第２連結管とを更に含み、
　前記第２連結管の近傍に設置され、吐出ポンプから吐出される液晶に気泡が含まれてい
るかを感知する第１感知部を更に含むことを特徴とする液晶滴下装置。
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【請求項２】
　前記モータは、ステップモータであることを特徴とする請求項１記載の液晶滴下装置。
【請求項３】
　前記吐出ポンプは、
　シリンダと、
　前記シリンダ内に挿入され、下部の所定領域に溝が形成されて回転及び上下運動を行う
ことで液晶を吸入及び吐出するピストンと、
　前記ピストンの運動により液晶が吸入及び吐出される吸入口及び吐出口と、
から構成されることを特徴とする請求項１記載の液晶滴下装置。
【請求項４】
　前記吐出ポンプが固定される固定部を更に含むことを特徴とする請求項３記載の液晶滴
下装置。
【請求項５】
　前記固定部は、吐出ポンプのピストンが固定されてピストンを回転運動させる回転部材
を含むことを特徴とする請求項４記載の液晶滴下装置。
【請求項６】
　前記ピストンにはバーが形成され、前記回転部材にはホールが形成され、前記バーがホ
ールに回動自在に挿入されることでピストンが回転部材に固定されることを特徴とする請
求項５記載の液晶滴下装置。
【請求項７】
　前記吐出ポンプの液晶の容積量は、ピストンが回転部材に固定される角度によって異な
ることを特徴とする請求項５記載の液晶滴下装置。
【請求項８】
　前記ノズルの近傍に設置され、ノズルの表面に液晶が凝結したことを感知する第２感知
部を更に含むことを特徴とする請求項１記載の液晶滴下装置。
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